






























へ海運収入 助成金 海運支出 内部留保 損 益各船減価 保険金明1年 2，606，222 266，666 2，542，188 782，836 ム452，136 
12 2，859，726 280，500 2，369，447 201， 547 268，347 300，885 
13 3，713，830 286， 167 2，923，764 214，020 257，659 604，554 
14 4，627，523 280，997 3，965，809 227，357 269，088 446，266 
15 4，286，409 280，416 3，722，200 331， 394 513，231 
16 3，255，123 278，200 3，280，073 356，553 ム103，303
17 2，571，708 268，800 2，937，569 239， 166 ム336，227





























































































































































































船価年ヲ逐テ逓減スルカ故ニ， 1ヵ年ニ付，各船総代価ノ 100分ノ 5
ヲ引除ヘシ
そしてこの日本郵船なる会社は 命令書の第 2条「其会社ノ資本金ヲ 1100
郵便汽船三菱会社の船価償却について 9 

































































































第2残高資 第 2残高資本 第 2残高資本 第2残高資
本総額の l 総額の 1割未満 総額の 5分以下 本総額の 2 I 
割以上の時 5分以上の時 2分以上の時 分以下の時
第 積 金
(新入 船予 備買) 40% 50% 55% 60% 
第(蒸修繕2気，機積入関替金) 20% 25% 35% 40% 
第(主1主分守配主金) 7% 5% 1% 0% 
























(1) 高寺貞男『明治減価償却史の研究』未来社， 1974年. 219頁。













庁 庁 2201 の 7~8 頁
2201の 8~10頁" が
(5 ) 高寺貞男，前掲書. 237頁。
(6) 庁 " 238頁。
(7) か 庁 241頁。
(8) 耳F ノY 243頁。
(9) " " 242~243頁。
(¥0) が 11 243頁注書(5)。
(1) DHC会社税務釈義 2. 2201 の 14~16頁。
(1今 11 2201の23頁。
(1ゆ 『日本郵船株式会社五十年史JI67~68頁。




(18) " 庁 592頁。
(19) 住田正一編『海事資料叢苫』第20巻，巌松堂書庖. 1931年. 93頁。
例住田正一編，前掲苫. 89~90頁。
14 
(21) 住田正一編，前掲吉， 89~91 頁。
似)がか 100頁。
経営と経済
(刈 山口和雄「明治初期の外国海運と三菱会社J W世界経済分析』岩波書庖， 1962年， 135 









































三菱会社提出 (A) 大蔵省計算(B) 計算差(A-B)
収益 運賃見積(第 1) 660，000円 780，000円 ム 120，000円
給内外食人料月(第 2) 319，400 302，508 16，892 
費 石炭代(第 3) 341， 400 280，500 60，900 
修繕費(第 4) 120，000 120，000 。
航海費(第 5) 283， 700 180，000 103，700 
用 長喜善(第 6) 116，992 116，992 。
費 用 三十 1， 181， 492 1， 000， 000 181， 492 


































度を導入したことである・・・・・・」。荘田平五郎の三菱入社が明治 8年 2月 2日
であり，その荘田平五郎が「帳合之法」に取組んでいたのは明治 7年 2月の





























とあって，明治 9年 1月 1日より実施し，明治10年 7月26日に， 1郵便汽船
三菱会社簿記法」制定となる。
18 経営と経済


























































明治10年度 (円位未満は 4捨 5入して記す)
¥¥  船 価 減 価 差引船価
前半期 1，102， 727円 145，335円 957，392円
後半期 3，292，154 186，515 3，105，639 
計 331， 850 但し 10年12月31
日船価 3，329，436
明治1年度
¥ ¥  船 価 減 価 差引船価
前半期 3，469，253円 353，919円 3， 115，334円
後半期 3，282，558 428，917 2，853，641 
計 782，836 2，853，641 
明治12年度
¥¥  船 価 減 価 差引船価
前半期 2，853，641円 87，963円 2，706，554夏
5コ9菱差，12社4誌円にの計
後半期 2，303，963 113，585 2，190，378 算あり














¥¥  西京丸 名護屋丸 玄 海 丸
(償却額) (簿価) (償却額) (簿価) (償却額) (簿価)
明治10年 186，50円0 190，00円0 168，00円0 
前期 12，000円 174，500 157，O00円 175，000 1(375，0 O7 OO円 155，000 
(643O%F4O 1 ) (5I(O.7，9O109-60 U )  165，O00 後期 1(05，.O 7 164，500 (3.20960 ) 150，000 
明治1年
前 期 (2 45，O00 119，500 
(24404(23，O40%9d0  ) 125，000 
460，O6 00 1 10，000 
後期 749(34，05l 0%k-0 ) 70，500 (296，.0490F6O U d)  8l，O00 5%) 81， 000 
明治12年 (期首55，500) (期首63，000) (期首110，000)
前期 2， 780 52， 720 (修減価3繕，せに150ず付・)6川 O
5，500 104，500 
2(，56%36 ) 5(，52%25 ) 














治 8年10月から 9年 6月までの 9ヵ月間についての損益計算が始めて出来，
それが 9年 7月28日付を以てする政府(駅逓頭前島密宛)への会計報告であ
る。明治 9年の後期は 7月から12月までの 6ヵ月であり，年間の損益勘定書
22 経営と経済


















差 引 船 価
東京丸 150，0円0 35，000 円 115，0円0 34，00円0 81，000 円
名護屋丸 165，000 40，000 125，000 4，000 81. 000 
鹿島丸 165，000 40，000 125，000 4，000 81，000 
西京丸 164，500 45，000 119，500 49，000 70，500 
玄海丸 150，000 40，000 110，000 29，000 81，000 
新潟丸 42，000 42，000 42，000 
高砂丸 45，000 45，000 45，000 
熊本丸 173，800 13，800 160，000 18，000 142，000 
和歌ノ浦丸 145，500 15，500 130，000 10，000 120，000 
高千穂丸 174，500 16，500 158，000 13，000 145，000 
九重丸 143，000 13，000 130，000 10，000 120，000 
秋津訓i丸 194，500 19，500 175，000 34，000 141. 000 
隅田丸 103，000 4，000 9，000 8，300 90，700 
兵庫丸 103，000 4，000 9，000 8，300 90，700 
郵便汽船三菱会社の船価償却について 23 




円 円 円 円 円
住ノ江丸 126，000 12，000 14，000 7，000 107，000 
東海丸 70，000 3，000 67，000 5，000 62，000 
敦賀丸 64，000 3，000 61， 000 5，000 56，000 
豊島丸 69，000 3，000 6，000 5，000 61， 000 
現浦丸 69，000 3，000 6，000 5，000 61，000 
九州丸 36，500 1，500 35，000 2，500 32，500 
品川丸 69，000 3，000 6，000 5，000 61， 000 
社寮丸 49，300 1，800 47，500 3，000 4，500 
太平丸 47，000 2，000 45，000 3，500 41， 500 
扶桑丸 56，000 2，500 53，500 4，500 49，000 
黄龍丸 30，000 1，200 28，800 2，000 26，800 
玄龍丸 45，125 45，125 45，125 
蓬莱丸 30，000 1，500 28，500 2，000 26，500 
赤龍丸 21，500 500 21， 000 1，500 19，500 
青龍丸 24，000 1，000 23，000 1，500 21，500 
千年丸 3，000 3，000 30，000 2，000 28，000 
快順丸 32，000 3，000 29，000 2，000 27，000 
貫効丸 2，383 1，383 21， 000 1，500 19，500 
平安丸 24，000 1，000 23，000 1，500 21， 500 
須磨ノ浦丸 20，000 800 19，200 1，500 17，700 
淡路島丸 13，000 500 12，500 1，000 11， 500 
紀伊ノ国丸 18，000 700 17，300 1，200 16，100 
桜島丸 5，400 400 5，000 5，000 
長崎丸 4，600 10 4，500 4，500 
金川丸 36，000 3，000 3，000 2，500 30，500 
愛宕丸 39，000 5，000 34，000 2，500 31，500 
鹿児島丸 10，000 500 9，500 500 9，000 
24 経営と経済





円 円 円 円 円
高里 丸 15，000 1，000 14，000 1，000 13，000 
浪花丸 7，400 400 7，000 7，000 
錫懐丸 7，400 400 7，000 7，000 
快庇丸 4，800 300 4，500 300 4，200 
海運丸 4，731 231 4，500 300 4，200 
天祥丸 4，000 500 3，500 200 3，300 
繁栄丸 7，000 500 6，500 500 6，000 
玉川丸 4，000 200 3，800 300 3，500 
神崎丸 6，500 500 6，000 200 5，800 
生田丸 6，500 500 6，000 200 5，800 
延年九 2，800 800 2，000 500 1，500 
芙蓉丸 4，500 300 4，200 200 4，000 
二月丸 1，500 100 1，400 100 1，300 
成妙丸 4，500 200 4，300 300 4，000 
千鳥丸 1，800 100 1，700 200 1，500 
杜間丸 1，500 100 1，400 100 1，300 
千里丸 35，000 1，500 3，500 6，500 27，000 
高鉾丸 300 300 300 
鴛鴬丸 308 8 300 300 
廻平丸 5，700 200 5，500 500 5，000 
高知庫船 253円.90 3円.90 250 50 200 
鮮下船 1.700 200 1.500 1.500 
水 船 800 50 750 50 700 
i手 標 1，300 100 1.200 200 1，000 
同 450 450 450 
|司 4，600 300 4.300 300 4，000 
同 6，888 388 6.500 100 6，400 
戸占ーーー...L..ーーー一
郵便汽船三菱会社の船価償却について 25 
船 名 期首船価 明前治1年期 差(後半引期首船船価価) 明治後1年期 差 引 船 価半減価 半減価
円 門 円 円
3，00円01 昨下船 3，811.962 230.234 3，581. 728 581.728 
E戸ボト 196 46 150 20 浜一
函長館崎中4 ー r
円 円
192.662 42.662 150 20 130 
ボー ト 536円.50 36円.50 500 100 400 
新高戸砂修繕費 295，552円.130 前半2期95末，552円.130 後半4期46末，663円.840 
※計算差あり
新船買収交換 45，125 45，125 45，125 
J子 標 966 6 900 
鮮下船 15，146506 603円.754 14，542円.452 








(4) 小島直紀「隅田川舟中大議論」旺文社編『野望の軌跡~ 1985年， 16~ 17頁
(5 ) 西川孝治郎「三菱の発祥と複式簿記」日本大学研究会『商業集志』第36巻第 2・3合
併号， 1966年， 65頁。




(7) 慶応義塾編『福沢諭吉全集』第17巻，岩波書庖. 1971年. 163~ 165頁。
(8) 西川孝治郎，前掲書， 65頁。
(9) 三菱社誌刊行会編『三菱社誌J第 2巻，東京大学出版会. 1979年復刊， 37頁以下。



















入り，同年 5月19日に会計事務兼醗訳係，翌 9年 8月4日会計局事務長兼醗
訳係， 9年 9月 1日の管事心得兼会計局事務長を通じて，会社規則制定と会
計法立案の責任者であった。それまでの三菱の帳簿は大福帳式の大雑把なも
ので，毛筆を以て記帳し，各船毎に出納帳を作り，これを集計したものに過







った。明治 9年 1月 1日の「会計に関する社達」で或程度その実現に向って
進み始め，翌10年 7月に至って「今般別冊之通，簿記法制定候条，此旨相達
候事」として， r郵便汽船三菱会社簿記法」が制定された。これは明治11年











洋籍科 英語科 日本書科 算術科 記簿法科
稽毎古日 時l時間 稽毎古日 時l時間 稽隔古日 時l時間 稽隔古日 時l時間 稽毎古日 時2時間
初 万国 史 語学及ビ 諸ノ類会社及関条条ピ例商
ブライアン
ト・ストラ
記簿法初歩本 年 経済書 商用作文 業ニ シタ トン商業算
ノレ諸 例 術
干:↓ 一 商法 律
年 貿易史















































































































































































































































































































































(6) 旺文社編，前掲書， 115頁，及び坂本藤良『岩崎弥太郎の独創経営』講談社， 1986年， 144 
頁。その他小篠清根編『海運史料』下巻，博文堂， 1886年， 654'"'-'656頁(明18.9.20毎日
新聞)，同744'"'-'745頁(明18.11.1毎日新聞)など。
(7) r海運史料』下巻， 641 '"'-'64頁。
(8) 庁庁 648頁
(9) r三菱社誌』第12巻， 387'"'-'423頁。
(1ゆ 『三菱社誌』第12巻， 78'"'-'79頁。
(1) r日本郵船株式会社五十年史j]60頁。
( 防庁か 740頁。
(1功高寺貞男，前掲書， 157頁
